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　　　　　　　　緒　　　　　言

　わが国におけるマツ類のうち林業的に重要なのは，ア

カマツおよびクロマツの二葉松類である．これらアカマ

ツ・クロマツの自然分布については多くの報文（1）．（4）（7）（9）

一⑫があるが，それらを総合すると第1表の通りとな
る．

　すなわちアカマツは温帯を，クロマツは暖帯を郷土と

しているように考えられ，さらに海岸地帯には主として

クロマツが分布し，丘陵・山岳地帯にはアカマツが分布

していて，アカマツとクロマツは重複的ではあるがスミ

ワケているようである．

　しかし吉良・吉野（4）は温度環境の見地からアカマツの

天然分布域は本来おそらくクロマツと重なっていたであ

ろうとスミワケに反対の立場をとっている。

　はたしてアカマツとクロマツはスミワケているかどう

かを明らかにするために1965年より本研究に着手した．

　　　　　　　　調　査　方　法

　（1）アカマツ・クロマツの種の判定

　わが国の二葉松にはアカマツ・クロマツのほか，これ

ら両種の申間種（自然交雑種）がいくつか存在し，その
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相違は漸変的で厳密な区男峻非常に困難である．さらに

アカマツ・クロマツさえも別種とすることに反対する研

究者（6）もいるが，アカマツ・クロマツの種の決定にあた

っては，まず外観的に樹皮の色・状態，冬芽の色・形

状，葉の形状・寿命および種鱗の形状について第2表の

基準に従って判定し，外観的に判定困難なものについて

は樹脂道を検鏡し決定した．

　第2表によりアヵマッ・クロマッのいずれとも決定で

きず，両者の中間種と考えられる標本は調査より除外し

・たが，その除外した本数は合計27本であった．

　（2）調　査方　法

　松江市周辺の国土地理院発行1万分の1地図4葉につ‘

いて，100m間隔のアミノ目を作り，宍道湖面を除いて

無作為に257コのアミノ目の交点を調査地点として抽出

した．その抽出地点の土地利用状況は第3表の通りであ

る．なお抽出点の海抜高は5～120mであった．

　第3表よりアカマツ・クロマツが自生しえない水田・

畑・水面・宅地・道路・竹林を除き，山林の部分につい

て抽出点を中心として直径10mの円内を調査プロットと

して下記の調査を行なった．

イ　アカマソ・クロマソの本数及び胸高断面積

アカマツ・クロマツの分布範囲

ア　　カ　　マ　　ツ ク　　ロ　　マ　　ツ 備　　　　考

気　　侯　　帯 一メ暖帯～亜寒帯 三援I帯～温’帯 郷土はアカマツ温帯

年平均気温 2．6～16．6．C 9．2～18．0．C クロマツ暖帯

10℃以上の月数 5～9月 6～12月 月平均気温

1月の平均気温 一21．C以上 一3～一ぺC以上

7月の平均気温 26．C以下 26．C以下
主　分　布　地 丘陵地・山地 海岸　地　帯
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第2表 アカマツ・クロマツの判定基準

ア　　　カ　　　マ　　　　ツ ク　　　ロ　　　マ　　　　ツ

樹 皮

冬 芽

赤褐色，亀甲状にや㌧深く裂ける 1灰黒色，亀甲状に深く裂ける

鱗片は赤褐色，芽鱗の先端は反転し，辺縁
に褐色の毛あり

葉 や㌧軟らかく細い，寿命は主に2年

球 果 種鱗は先端の肥厚少なく，突起するヘソを
有す

鱗片は白色，芽鱗は芽に密着し，辺縁に白
色の長軟毛を密生する

や㌧堅く太い，寿命は3年

樹　　脂　　道

種鱗は先端の肥厚大きく，ヘソに突起なし

樹脂道は下表皮に接している 1樹脂道は葉肉内にあり

第3表調査地点の土地利用状況
地図名（松江）

東北部 東南部
利用状況

酉｝北音r 西南部 計 一備 考

耕作地 7 24 38 2 71 水田・畑・果樹園

水 面 31 10 6 47 池・川

市街地 14 33 4 1 52 道路・宅地

竹 林 5 2 3 10 モウソウ竹林

山 林 31 17 29 2 1
78

計 i 881 851 801 51 258

口．プロットの山腹における概略の位置

　山腹における位置は谷筋・尾根筋㌧山すそのほか，山

の斜面の長さで下部％を山腹下部・上部％を山腹上部と

し，両者の申間％を中腹とした。

ハ．土壌の種類と乾湿

　土壌の種類は褐色森林土・赤色土・黒色土に区別し，

乾湿は森林土壊の野外調査法に従い乾・や㌧乾・潤に区

別した。

二．植　　生

　植生はプロット内およびその周囲の主として木本植物

について調査した。

　　　　　　　　結果および考察

　調査結果の主なものを付表として示した．

　付表より調査プロットにおけるアカマツ・クロマツの

第4表 アカマツ・クロ了ツの有坤亨ついての4分表

種 別

ア

カ

マ

ツ

有

無

ク ロ　　　マ　　　ツ

有 無

a
　15
C
　1O

b　43
d　10

計

58

20

計 ・・1　・・1 78

有無についての4分表（5）（・）は第4表の通りである．

　したがってab＜dcとなり，アカマツとクロマツは

スミワケする傾向が認められる．　（危険率5％）

　Co1e’sindex（8）は一〇．264となる．この指数は十1

から一1まで変化し，常に共存する場合は十1，完全に共

存しない場合は一1となり，両種がお互いに無関係に分

布するときは0となる．したがってこれまたスミワケ現

象のあることを示しており，アカマツとクロマツは重複

的ではあるがスミワケているということができる．

　アカマツとクロマツのスミワケについては多くの原因

が考えられるが，筆者が現在までに考えているものとし

ては次のようなものがある．

イー郷土（特に平均・最高・最低気温との関係）

口．風（潮風・台風・季節風）

ハ．地温（特に発芽床としての地温）

二．他樹種との競争力（耐陰性ほか）

ホ．地　形

へ．土壌の種類および水分

ト．耐乾性

チ．病虫害に対する抵抗力

　これら原因と考えられるものについては第2報以下で

逐次調査していくが，本報においては山腹における位置

および土壌の乾湿との関係について検討する．
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　まず山腹における位置については付表より第5表の通

り集計できる．第5表より危険率1％で山腹における位

置によってアカマツとクロマツの分布に差がある．すな

わちアカマツとクロマツはスミワケするということがで

きる．

　第5表山腹の位置によるアカマツ・クロマツの有無

ア　　カ　　マ　　ツ

ク　ロ　　マ　　ツ

谷　・　沢　　筋

山腹下部・山裾部

申　　　　　　腹

上部・尾根筋

有
無

0
7

11

25

有
百

7
5
2
1

無
百

3
4
2
1

無
無

4
4
2
0

計

14

20

17

27

　したがって尾根筋・山腹上部はアカマツが優勢に分布

するといいうるのである．

　以上山腹における位置について総括すると，申腹以上

においてはアカマツが断然優勢で，クロマツは凹地形と

かあん部とかのごく限られた場所にしか出現しない．

　谷・沢筋，山すそ・山腹下部ではアカマツ・クロマツ

はほとんど差なく分布するが，この部分でも特に乾燥す

る場所にはクロマツは出現しないようである．

　次に土壌の乾湿との関係は第6表の通りとなり，危険

率1％でアカマツとクロマツの分布に差が認められる．

　第6表　土壌の乾湿とアカマツ・クロマツの有無

計　1・・l1・1・・1・・1・・

ア　カ　マ　ツ
ク　ーロ　マ　ツ

　谷・沢筋は比較的にや㌧潤～適潤の場所が多く，スギ

の造林地や広葉樹林となっていてマツ類の侵入は少な

い．しかし14プロットのうち10プロットで本数は少ない

がマツ類が侵入し，そのいずれにもクロマツは存在して

おり，7プロットでアカマツと混交していた．

　混交プロットでは平均してアカマツは4．6本，クロマ

ツは2．4本出現し，その胸高断面積合計はそれぞれ0．06

m2，O．11m2であった．

　したがって谷・沢筋ではおおむねアカマツ・クロマツ

は混じり合って分布しているようで，いずれが優勢であ

るとは断定できないが，クロマツがや㌧多く分布するよ

うである．

　山腹下部・山すそ部では20プロット申アカマツは12プ．
　　　　　　　　　　　　　　※
ロット（アカマツのみ7プロット・平均5．9本・胸高断

面積O．22m2）に，クロマツは9プロット（4プロット・

2．8本・O．22m2）に出現し，そのうち5プロットで混生

していた　（アカマツ10本・O．09m2，クロマツ2．6本・

O．04m2）．

　この山腹下部でもアカマツ・クロマツの分布に特に差

があるとは考えられないが，乾燥する場所にはアカマツ

のみが分布しクロマツは出現しないようである．

　申腹部では17プロット中13プロットにアカマツ（11プ

ロット・6本・O．15m2）が分布し，クロマツ（2プロ

ット・1．5本・0．45m2）は神杜の境内林とか凹地形等の

特種な4プロットに⑭み出現した．したがって申腹部に

は主としてアカマツが分布するといいうるであろう．

　尾根筋・山腹上部では27プロット申26プロットにアカ

マツ（25プロット・10．1本・0．16m2）は分布しており，

クロマツはわずかに2プロットに出現したにすぎない．

※　以下括弧内の樹種名がないものは，括弧直前の樹種のみ存在す

　　るプロットの値を示す．

　　　乾

や　　㌧　　乾

や㌧潤～潤

有
無

25

15

3

有
百

1
2

12

無
百

0
2
8

無
無

0
4
6

計

26

23

29

計　1・・1・・1・・l1・1・・

　乾燥地においては26プロット全部にアカマツ（25プロ

ット・10．3本・O．17m2）が出現し，クロマツは1プロ

ットのみに出現した．

　や㌧乾の場所23プロット申17プロットにアカマツ（15

プロット・6．1本・O．16m2）が，4プロットにクロマツ

（2プロット・1．5本・O．45m2）が出現し，2プロット

で両者は混交していた（アカマツ14．5本・0．08m2・ク

ロマツ1．5本・O．02m2）．

　乾～や㌧乾の地を通じてアカマツが断然優勢で，クロ

マツはわずかに分布するのみである．

　や㌧潤～潤の場所では29プロットのうち約半数の15プ

ロットにアカマツ（3プロット・3．3本・O．23m2）が分

布し，クロマツ（8プロット・2．6本・O．13m2）は約％

の20プロットに分布しており，そのうち12プロットで両

者は混交していた（アカマツ4．8本・0．11m2，クロマツ

2．8本二0．08m2）．

　以上よりアカマツは乾～潤の場所のいずれにも分布

し，特に乾燥地に多く出現するのに対し，クロマツは乾

燥地にはほとんど分布せずや㌧潤～潤の場所に多く出現

し，アカマツとクロマツは重複的ではあるが一応スミワ

ケている去うである．

　わが国のマツの分布については一般に海岸地方にクロ

マツが，内陸地方にアカマツが分布し，その間に移行帯

があり，そこには両者の天然交雑種が存在すると考えら
れている（2）（9）㈹．

　本調査を行なった松江周辺はその移行帯に属し，アカ

マツ・クロマツ共に分布し，また両者の交雑種も分布し
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ているが，その移行帯においても両者はスミワケている

といえるであろう．

　以上の論議は移行帯におけるものであって，クロマツ

帯（海岸地帯）・アカマツ帯（内陸部）においては多く

の場所にその帯を構成する樹種が分布することは言うま

でもない．すなわちスミワケを支配する原因のうち，あ

る樹種の分布を制隈する原因が存在する場合はその原因

が絶対的な影響を及ぽすのである．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　わが国における重要樹種であるアカマツとクロマツは

スミワケをしているか否か，またその原因は何であるか

を確かめるために1965年より本研究に着手した．

　松江周辺の地図上で無作為に抽出した257点について，

自生するアカマツ・クロマツの本数・胸高直径，調査点

の山腹における位置，土壊の種類および乾湿等を調査し

たが，そのうちマツ類が自生しえない水面・水田・宅

地・道路・竹林等を除き78点の調査結果は付表の通りで

ある．

　その結果次のような知見を得た．

　1　4分表・Co1e’s　mdexによりアカマソとクロマソ

は重複的ではあるがスミワケているといえるであろう．

　2．中腹以上および尾根筋においては主としてアカマ

ツのみが分布し，山腹下部および谷筋ではアカマツ・ク

ロマツはほとんど差なく分布している．

　3．乾燥する場所にはアカマツが分布し，クロマツは

ほとんど出現しない．や㌧潤～潤の場所では両者は混交

して分布することが多い．
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S皿㎜．醐ry

　It1s　genera11y　sa1d　that　Pz舳∫ゐ郷ゲ1o〃and　P　T肋励θrg〃wh1ch　are　mportant

species　in　Japan　segregate　their　habitats，but　some　researchers　opPose　this　theory．

　The　wr1ter　has　been　engaged．1n　the　research　of　the1r　hab1tat　segregat1on　smce1965

　This　paper　treats　of　the　distribution　of　pine　in　the　areas　aromd　Matsue．

　The　resu1ts　obtamed－are　as　fouows

　1）　It1s　poss1b1e　to　say　that　P　6θ〃5之戸ZorαaI1d　P　T％〃η5θブg・〃segregate　the1r　hab1tats，

but　partia11y　oyer1ap　each　other，　as　shown　by　the2×2tab1e（ad＜bc）and－Co1e’s

1ndex　（一0264）

　2）R1dges　and．upPer　parts　of　a　h111s1d－e　are　mhab1ted　mam1y　by　Pゐ郷ゲZorα

　At　a　d－ry　va11ey　and1ower　parts　of　a　h111s1de，both　tree　spec1es　appear　equauy

　3）Dry　p1aces　are　inhabited．main1y　by　Rゐ伽ゲZoブα，but　scarce1y　by丑・丁肋泌θrg・〃．

　Both　tree　species　are　seen　together　at　proper1y　wet　p1aces．
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土壌の乾湿プロットの位置
ク　ロ　マ　ツ

本数i観面墓

1
m2

0．0962

5 O．1571

ア　カ　マ　ツ

本数1観面墓

10

5
1

m2
0．2140

0．1964

0．0707

0．0707

0．0503

0．1571

0．0028

プロット

　No．

　
　
　
乾
潤
乾

潤
乾
乾
㌧
㌧
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潤
乾
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潤

　
　
　
や
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潤
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潤
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註　調査したアカマツ・クロマツは自生するもののみである。


